
 1

航空事故調査の経過報告について 

 

平成１８年９月２９日 

国土交通省 航空・鉄道事故調査委員会 

 

 

 平成１７年８月２１日（日）、関西国際空港で発生した、カンタス航空所属エアバス・

インダストリー式Ａ３３０－３０３型ＶＨ－ＱＰＥの航空事故について、当委員会に

おいて事故発生以来鋭意調査を進めているところである。調査はほぼ終了しているが、

今後航空・鉄道事故調査委員会設置法第１９条に基づく原因関係者に対する意見聴取

を実施し、さらに、国際民間航空条約に基づく調査参加国であるオーストラリア連邦

及びフランス共和国に対する意見照会を実施することとなり、最終的に報告書を取り

まとめるまでなお時間を要すると見込まれる。しかしながら、同様の事象の発生防止

の観点から、本事故の概要及び本事故調査の経過を報告し、公表することとした。 

 なお、本経過報告の内容については、今後更に新しい情報や状況が判明した場合、

変更することがあり得る。 
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カンタス航空所属エアバス・インダストリー式Ａ３３０－３０３型 

ＶＨ－ＱＰＥに係る航空事故調査について 

（経過報告） 

 

１ 航空事故の概要 

 (1) 発生場所                     関西国際空港誘導路上 

(2) 発生日時            平成１７年８月２１日 ００時５８分ごろ 

(3) 運航者                          カンタス航空 

(4) 航空機  型式      エアバス・インダストリー式Ａ３３０－３０３型 

        国籍及び登録記号                ＶＨ－ＱＰＥ 

        製造年月日               ２００４年４月２３日 

(5) 運航形態                    カンタス航空定期７０便 

(6) 出発地／目的地               成田国際空港/パース国際空港 

(7) 搭乗者数                           １９４名 

(8) 負傷者等                            １０名 

(9) 航空機の損傷                           なし 

(10) 運航乗務員 

   機長 男性 ４４歳 

    技能証明 定期運送用操縦士技能証明書（飛行機） ２００５年７月２６日 

     限定事項 エアバス・インダストリー式Ａ３３０型 

    第１種航空身体検査証明書 

     有効期限                   ２００６年３月１６日 

    総飛行時間                   １２,２３３時間４８分 

     最近３０日間の飛行時間               ３８時間５６分 

(11) 飛行記録装置（ＤＦＤＲ）及び操縦室用音声記録装置（ＣＶＲ） 

   同機には、ＤＦＤＲ及びＣＶＲが搭載されており、本事故発生当時の記録が残さ

れていた。 

(12) 概要 

   カンタス航空所属エアバス・インダストリー式Ａ３３０－３０３型ＶＨ－ＱＰＥ

は、平成１７年８月２０日（土）２１時３８分、カンタス航空の定期７０便として

成田国際空港を離陸し、パース国際空港へ向けて飛行中、２３時０５分ごろ、和歌

山県串本ＶＯＲＴＡＣの南方約７６０ｋｍ、高度約１１,０００ｍにおいて、貨物

室で煙が発生したことを示す警報（以下「煙警報」という。）がＥＣＡＭ（電子式

集中化航空機モニター）に表示されたので、目的地を関西国際空港に変更して、８

月２１日(日)００時５１分、同空港に着陸した。 



 3

    その後、駐機場に向かう途中、００時５８分ごろ、誘導路上で脱出スライドによ

る乗客の緊急脱出が行われ、その際、乗客１名が重傷、乗客８名が軽傷を負った。

このほかに１名の乗客が過換気症候群を発症した。 

     同機には、機長ほか乗務員１２名、乗客１８１名（うち幼児３名を含む。）、計１

９４名が搭乗していた。 

 

２ 事故調査の概要 

  航空・鉄道事故調査委員会は、平成１７年８月２１日、本事故の調査を担当する

主管調査官ほか２名の航空事故調査官を指名した。 

  本調査には、事故機の登録国、運航国であるオーストラリア連邦の代表及び設計・

製造国であるフランス共和国の代表が参加した。 

  現時点までの主な調査事項は、以下のとおりである。 

(1) 現場調査及び機体調査 

(2) 関係者からの口述聴取 

(3) 同型機の機体調査 

 

３ 参考事項 

  これまでの調査結果により判明した本事故に関する参考情報は、以下のとおりで

ある。 

  煙警報は、煙探知装置の誤作動によるものであり、火災は発生していなかった。

飛行中、２３時０５分から４２分までの間に６回の煙警報が表示された。 

  機長は、前方貨物室に消火剤を放出し、遭難通信を通報し、目的地を関西国際空

港に変更した。機長は、煙警報の表示状況等から誤作動の可能性があると判断した

が、確証が得られなかったので煙警報は実際に装置が煙を探知したものであるとし

て対処した。着陸まで、煙警報の表示を除き飛行に異常はなかった。 

  機長は、関西国際空港の滑走路０６に着陸後、誘導路上で機体を停止し、消防に

よる外部確認を要請した。関西飛行場管制所（タワー）は、消防による確認情報と

して、機首付近から白い煙が出ていると機長に通報した。機長は、火災が発生して

いると判断し、緊急脱出を発令した。スライドによる緊急脱出中、乗客１名が、一

緒に脱出しつつあった保護者の腕から離れて、スライドの下部付近で地上に落下し、

骨盤骨折の重傷を負った。 

消防が確認した白い煙状のものは、機首に装備されているＴＡＴ（全温度計）プ

ローブから放出されている圧縮空気が断熱膨張し、空気の温度が露点以下に下がり、

このため、空気中の水分が凝結して霧状になったものと推定される。 


